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「業績検索・２期連続黒字銘柄」

絞り込み検索には、業績に関わる検索も登録されてます。

※業績のデータは、当会で月に一回更新しておりますが、あくまでも目安としてご利用
下さい。正確さを保障する物ではありません。

更新のタイミングは、大体月初め近辺で、更新したらメールにてお知らせしていますの
で、そのタイミングで更新されてください。

更新の方法は、 ＪＰソフトのメインメニューから左の列、「業績手入力」をクリック
し、 表示された画面中の右上のあたりにある「ＤＬ」ボタンをクリックします。
ダウンロードが開始されデータが入れ替わります。

手入力している業績データがありましたら、更新してはいけません。全て上書きされて
しまいます。ご注意下さい。

枠で囲ってある検索が業績データを使っている項目です。

ほとんどの銘柄は、一番古い順に左から、前期・当期・来期となっています。
中には、当期・来期・来来期となっている場合もあります。

なので、思っていたものとは違う検索結果となる場合が多々あります。
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前期 当期 来期

前期 当期 来期
※３月決算なので、2018年 3月 31日分のデータは、当期となります。

※正確さを追求するなら、四季報などをご利用下さい。
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便宜上、左から１期、２期、３期とすると業績検索の伸び率比較や、黒字転換などは、
２期と３期の比較となっています。

「５１．ＰＥＲ・ＰＥＧ」検索の内、ＰＥＧの検索は１期、２期、３期を使っています。

今回紹介するのは、２期と３期が共に黒字である検索の方法です。

「５０．利益黒字・赤字転換」を使うと、一回の検索では、３期目が黒字または、３期
目が黒字転換した銘柄をスクリーニングしてきます。

２期目、３期目も連続黒字であった銘柄については調べる事が出来ません。

これを調べるには、「ユーザー銘柄管理」の「合成」を使います。

それでは、手順を紹介します。

■２期連続黒字のスクリーニング方法

利益が、２期連続黒字の場合。

「６１．検索対象銘柄選択」から信用銘柄を選択
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「５０．利益黒字・赤字転換」

３期目が黒字の銘柄を検索します。

「７４．検索結果→銘柄シート」を使い黒字銘柄をユーザー銘柄管理へ保存します。

今回は、100番に保存しました。
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再び「５０．利益黒字・赤字転換」を使います。

今度は、３期目が黒字転換の銘柄を検索します。

「７４．検索結果→銘柄シート」を使い黒字転換銘柄をユーザー銘柄管理へ保存します。

今回は、101番に保存しました。
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ここまでの手順で、ユーザー銘柄管理の100番には利益黒字銘柄が、101番には利益黒字
転換銘柄がセットされました。

次に「ユーザー銘柄管理」の「合成」を使います。

下記のように入力し、実行します。
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100番・・・利益黒字銘柄
101番・・・利益黒字転換銘柄
102 番・・・利益黒字銘柄と利益黒字転換銘柄が入ります。重複している銘柄も含まれ
ます。
103番・・・利益黒字銘柄かつ利益黒字転換銘柄が入ります。

→結局、利益黒字転換銘柄が入ります。

〇今回のキーポイント
104番・・・利益黒字銘柄ではあるが、利益黒字転換していない銘柄が入る事になりま

す。

重複銘柄は利益黒字転換銘柄です。これを含まないとなると、上述の銘柄がセットさ
れることになります。

利益黒字転換銘柄とは、２期目が赤字で３期目が黒字という事です。

このことから、利益黒字転換銘柄ではないとなると、２期目が黒字となります。
そして、大元は３期目が黒字銘柄ですから、２期目黒字、３期目黒字と連続して黒字
となっている銘柄がセットされる、という理屈です。

よって、104番に２期連続利益黒字銘柄が入っているという事になります。

例えば、

225番に日経平均採用銘柄（２２５銘柄）
400番に JPX400採用銘柄をセットし、下記の実行をすると、

300番・・・225銘柄＋ JPX400銘柄が入り、銘柄数は、625銘柄

301番・・・225銘柄であって、かつ JPX400銘柄が入り、168銘柄

302番・・・225銘柄または、JPX400銘柄のいずれか一方に採用されている銘柄が入り、
289銘柄

となります。


